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川崎市 まちづくり局 市街地整備部 防災まちづくり推進課 電話：044-200-2731（直通） 
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川崎市 不燃化 

講師：東京大学 生産技術研究所 加藤 孝明 准教授 

専門分野：地域安全システム学、まちづくり、

都市計画 

災害シミュレーション技術をはじめとする防

災性評価技術や、それを社会に結びつける

「まちづくり支援技術」の開発を行う一方で、市

民協働の防災まちづくりに実践的に取り組んで

いらっしゃいます。 

防災空地は、火災延焼の抑制や避難空間の確保を主な目的としてい

ます。平常時はコミュニティの場として利用することができます。 

小田３丁目において、本市初の防災空地（小田３－９－８）

が完成しました。平成３０年２月１０日（土）には完成イベン

トを実施し、１００名以上もの方々にお越しいただきました。 

○土地所有者の方から更地の土地を川崎市が無償で借り受け、整備を行います。 

○防災空地として地域開放にご協力いただいた場合は、固定資産税・都市計画税が

非課税となります。 

小田三丁目町内会長 陶山 義雄氏 あいさつ 

 約１年前から整備に向けて調整を進めてきました。今

後は皆さまのご協力を得ながら、防災空地を有効に活用

していきたいと思います。 

平成２９年１１月１２日（日）に密集市
街地に関する『減災』講座を開催しました。
東京大学加藤先生による防災まちづくり
講演や、不燃化重点対策地区における支援
制度及び地区の課題分析の説明を行いま
した。 

防災まちづくりの第一歩は災害の危険性を正しく「知る」こと
です。そして、できることから楽しく取り組み、持続させること
が大切です。そのためには、防災だけではなく、防災「も」一緒
に考えるまちづくりという意識が大切です。 

 川崎市では減災の取組として、建物の耐震化や家具の固定に対する支援等も行っています。 

詳しくは下記のホームページをご覧ください。 

木造住宅耐震改修助成制度 家具転倒防止金具の無料取付け 狭あい道路拡幅整備助成金 

多数のメディアにも 
取り上げられました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市では密集市街地の改善に向けて平成２９年４月から新たな支援制度を行って

います。制度開始から平成３０年１月までに、支援制度を利用した件数は７０件でした。 
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不燃化重点対策地区である小田周辺地区、幸町周辺地区は、川崎市総合計画におい

て、「大規模地震時の想定焼失棟数の削減割合」（平成２１年度川崎市地震被害想定に

対して）の目標値を定めています。幸町周辺地区の平成２９年度における想定焼失棟

数削減割合は２４.１％（速報値※）となっています。引き続き、平成３２年度の３

０％以上の達成を目指していきます。

 

 
 

１．老朽建築物の解体除却工事に対する補助金 

２．建築物の耐火性能強化工事（新築・改修）に対する補助金 

３．防災空地等の創出に対する固定資産税等の非課税措置 

４．建築物の共同化建替え工事・設計に対する補助金 

５．指定路線の道路拡幅工事に対する補助金等 
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